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紡績に於ける適當なるdraft算出の理論に就て

ptド

香山淸和
　　　1．draftの慧味

　紡績は繊維の集合せるものを引仲ばし適當なる太さとし撚を加へる事に依り強さを與へ綜と

する事である。此の引仲ぱす事を紡績の術語でccdrafting”と云ふ。1869年にATG　W〕eight氏

がroller　drawingを焚明して以來draf七ingは表面速度を異にする二組叉は興れ以上のxolter

の聞に繊維の束即ちsliverを通す事に依り臼的を逮してゐる。

　読明を簡軍にする爲めに二組のi’ollerの傷

ち、，。f七8倍、云ひ，1、。，。が8倍鎌ばさ9z　IFPA　B

た、・1i・e吻本さが訴なつfa　e云藤を鰍

する。若しroller　A・Bの回1螂数と慮樫が知れ1てゐる時のclraft　iヒ求めるには次の如くする。

今Arollerの回i博欺をRl．直穫をDsとしBro］1θrの共れを夫にB2，　D2とすれば

　　　　　　　　　　　面・磯姜鶉1一謡1

にて求める事が出來る。

　　　2、適當なるdraftの慧味

　draf七が大に失すると繊維を損傷し或はsliverの切噺，捲付き、太さの斑等を作る。　ch’afb

が少に過ぎる時は品質上の欠鮎は無いけれども個的の綜を作るのに工程が複雑となり工費を増

加する事になる。敬にr吊位の瓢丈で論する時はdxaftが少いのを可とし、工費の織から考へる

とdraf七の大なるを可とする。所謂適當なるdraftとは品位上適當なるdraftではなくて作業

上最高能率を磯揮し得るclra£tである。換雷すればsliverの切断、捲付又は太斑を作らなV・範

囲に於て與へられる最大のdraftである。故に繊維の損傷等の黙に就ては醗り留意されて居ら

ぬものである。

3．Draftを左右する條件

　適當なるdraftを求めるには先づdraf七に影響を及ぼす事項に就き三考究せねばならぬ。　draf七

に影響する事項は放學に職が無い程多数あるが主なるものとしてsliverの太さ、繊維の浸さ。

及繊維の種類等を羅げる事が出來る。本章に於ては資料を乎近に得られる便宜上例塗絹綜紡績

綜に探つて述べる事とする。故に原料は一種となり繊維の踵類を考へる必要が無くなる。

　故にdraf七に影轡を興へる條件は結局繊維の長さ及びsliverの太さのみとなる。以下此二

項に就て槍討して見よう。　　　　　，

4，繊維の長さとdraftとの關係　　　　　　　　　，

draftに最も關係が深いのは繊椎の長さ帥ち綿長である。’綿長が大になればcb’af七を大にし

てもslive干の切断、捲付叉は太斑等を生する事が無い。故に綿長とdL’aft．と¢～間には次の檬な
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蘭係が成立する。

　（1）綿長が大となるに從ひdraftを増加し得る。

　（2）綿長が小となるに從ひdraf七を減少せねばならぬ。

　然らば其程度はどの位が適當かと云ふに一寸考へると綿長示孚分になればcU’af七1も牟分にす

る。云ひ換へればdraftは綿喪に比例させるが適當である様に考へられるが綿長大なるものは

小なるものよりdraf七に依頚繊維を損傷される事が大であるから此の方面の事も渚慮に入れ綿

長の畢方根に比例させる位に探るを安全且っ適當の虞置と考へる。印ち下の比例式が成立する。

　　　　　　　　　　drafも。。1／卒均綿長

　之に延展機の膓合として係一数を入れると下の公式が潤來る。

　　　　　　　　　　draf七＝1．81／ユF均滞畠長（m．m）

　圓形杭綿機揚り各等綿の亭均綿長を下の如く假定し．ヒの公式に依り適當なるdraftを計尊す

ると第1表の如くである。

第1表　　　　　　　雌に附言し鮒ればなら嬉は實際のUtaez

至運⊥聾亟工攣⊥塾．鷺讐懸轡轡謙辮騒縫講
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21．0倍　　けるを普通とする。此の時のdraftは如何にす
20・5 @るかと云ふに爾者の中間叉は安全を考へて綿長の
17．0
　　　　短い方に從ふを可と考へる。
1d，6

12・8 @　　5・Sliverの太さとdraftとの關係

　sliverの太さと鼠ふ代りにsliverの重さと去ふも同襟である。sliverの重さは綿長に比較し

てdraftに封する影響は少Vb。太いsliverはdraftを大にするも切断や條斑を生する事が少

V・。故にsliverの璽さとdraftiとの聞に於て次の糠に云ふ事がi：1・Sる。　　　　『’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　（1）sliverの璽さが大になるとdraf七を増加する事が出來る。

　（2）　sliverの重さが小になるとdraf七を減少せねばならぬ。　　　　　　　　　　　　　　、

　上の関係を比例式にて示すと次の檬になる。

　綿長の式では畢方根に比例させたがsliverの重さは遙かに影響が少いから6乗根位で適當

であるだらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　draf七c◎61／s］iverの重さ

　今築均綿長を1等綿・140m・mに探りuntwis七ed　sliverとすれぱ下の公式が放立する。

　　　　　　　　　　draft　＝7・361／100・m，のsli…の重さ（9）　　　・l

　sliverの定量を表はす塞準となる長さは工程に依り異る。故に第2表の如く換算せねばな

らぬ。

第2表　　　　　　　　sli…が工程の絡に近附きd・aft　Sれて細くな

一∬程「廊雁5）「爾墾こ轟響至劣雛諜篇詫雛忽雛

延展　　1　3
製條、練傑　　　　5

始紡、再紡　　　　25

精紡　　　　　　　100

定量（・）・撃妙いが好く工等綿亭均賑一・4・mmの搬
定量（9）×4×5　　には

踊（ w≧Xd　　　撚数（1吋間）識0．4～0。必〆米突式番乎

である。之の繊にsliverに撚を與へると撚無き

sliverに比し梢々draf七を大にする事を得る。然し之のdrat‘tを大にする事が出來ると衰ふ意



鮪蹴　　　　　紡糠於ける麟なる騨d・・ft蜘肋齢蹴で　　　　　ISI

彌d・・vt’七を大にするも其の害ll創嘲臨や斑が嗣鱗と…武、薯億味で繊維の損傷顧1燃の塀は

り却つて増加するもの故次して遮當の方法と諸ふ事ぽ掛來ぬ。故に佛國式では糟紡工翌肇の前迄

sliv・rに撚を輿へ抑ubbi篇91・・七h・・に依つて抱合力を輿べてゐるのは之の理｝』1｝猷る。・

　七wisted　slivevの場合に工等綿、干均綿長＝140　mmとすれぱ下の公式が成立する6

　　　　　　　　　　dr．ftfte　：8、961／玉砺ゐ灘葡『硬ぎ（蓉y

　之の二つの公式を用ひdraf七を求ると第3表の様になる。英閥式は再紡以降はtwistatl

sliverとする故其の部分には二樋記入してteS　Vb7e。

　以上は1等綿AS均綿長＝ユ40皿皿の

搬であるがもうと短くなり例へば　筑3説

V等綿＝50㎜の時は如何にして求め

るかと恥に下の謙して糊する　躍

事がμ｛來る。延展機に於けるdraft

は第1表のV．50mmの項にて12，8　延．・展

欝撫錨難では第驚
ゼ21：15＝12・．8・・x　　　樽紡
　　　伽15毛12・8－・．・（無撚）t．－t・s紡

定澱9・　ユ00mに換鋒
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0．9
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黙L撚」登」然
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10，2

，・8．8

6，6

10・7己
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鵬v等綿・陶帳・5・…1・・の製鞭のd胤は・9．1である事力痴畝る。lx下練條、

始紡，再紡を同様にして求め最後に糟紡機も同様にして　　　　．　　　　　”　　t”

－　2・・sl・2・1∴・・‘・・W’i2・fi．，．・．・（有撚）

の如く求められる。

　共他の綿長の場合も圃様にして求められる諜である。、　　　　　　　．　＿、

　　　6．實際との比較　　　1

似上に依つて理論的に遮當なるclX’ttftが求N2らttiたのであるが實際絹綜紡績工場に於て探用

さ縦ゐる：d・aft　e如何な翻ヨ違あるか翻べて見る。第蟻は1舗1・i・」聯長440脚・・の膓

合の計算上drafもと實際止draftとの比較を示す。再紡及糟紡はtWisted　slivev共他は，　Ul．lt－
’vi

|搬論は、1、ve噸さ，棚繊　　　“／．
る縦ひcl・raftも共臓少してゐるカ・雛に棚　一＝副蹴…明賞際上・…’t

されてゐるものは重さが最も少ない精紡に於て　　延展

draf七最大であるを見る。之の檬な不合理の行は　　製條

　　第・表㈱脚・・。・錘醐し）　禁霧

一塑名1鯉聯例騨零巌璽．鵜
延展櫓
製條概
練傑槻
始紡機
摂紡機
精紡機
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11

9

9

9

3丈

21，0
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1d．（，
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工0．7

8．0

20．0

11．d．，

ユ2．0

8．6

9．1

A「LO

1？台　れる珊・戴台数噺勺、惹いては竣

12　　　　　の節約と試ふ継濟的見地から出たもので晶

コ8　　　　　質上の問題を犠牲にしたものである。工程
22 @　　　の絡に於てdraftを大にすれば何故機械の
3di

@　藁欺が節縦れるかと云ふに之は計算すれ
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ぱ直ちに知る窃が禺來る。帥ち第5表の如く’である。

　此の工程の終に行くに從ぴ伽af七を大にする傾向と1工程のdh”at’tを大にし工程を街略せん

とする傾向は今後釜々盛んにならんとしてゐる。彼の綿縣紡績に於てh流行見となつてゐるhigh

di’af七systeユ皿の如きも此の最も顯著な例である「。（於上田慧綜専門墨校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭不ロブL勾三三三月士1・日受理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

On　the　Theory　of　CalcUlation　of］Draft　in］DraWing

　　　Seiwa　KAYAMA　　　　　　　　　　　　　．　t

（ReGeived　MarGh　20，1934）

　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　　　　　’Rξsum6

　　　　The　sui亡able　draft　is　meant　the　most　e’fficiencial　draft　for　working．　This

draft　is　changed・卜wi七h　various　conditions，　but　if　the　kind　of　fibres　be　defined

to　spuh　silk，　th6　合ui’亡abIe　draft　would　be　determined　only　by　2　conditions

thaヒ’is　m6an　le嬉lh　of『飾re’and曽eight　of　sliver．

　　　　The　relation　between　suitable　draft　and・mean　length　of　fibre　will　be　showll

by　the　next　formula．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　suitable　draft裂・1．81／mean　length　of　fibre　in．mm－・一……・・for　spreader

　　　The　relat三〇n　between　suitable　draft　and　weight　of　sliver　shall　be　able　to

show　as　following　formula，　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　引

suitable、尋raf6賭7．36／weight　in　g．　lof　sliver　atユ00肌1ength・一・・、・…fo　r　untwisted

sli▽er，　mean　length　of丘bre＝140mm（lst，　draft）　　．

suitable　draft需8．96／weight　in　g．　of　sliver　at　100m．　Iength－…・…・fbr　twisted・

sli．ver，　meanlength　of且bre＝140mm（1st．　draft）and　twists　per　jnch　in　rove＝0．4

～0．441／metrjc　yarn　count．

　　　　（The　Imperial　CoHege　of　Sericulture　and　silk囎dustry　ueda，　Japanざ）
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